


み
な
さ
ん
が
参
加
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
制
度�

　
裁
判
員
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が

裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。
選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員

が
３
人
の
裁
判
官
と
一
緒
に
被
告

人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場

合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
裁
判
に

反
映
す
る
た
め
、
裁
判
全
体
に
対

す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁

判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司

法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

の
対
象
と
な
る
主
な
事
件
は
、
殺

人
、
強
盗
致
死
傷
、
傷
害
致
死
、

危
険
運
転
致
死
な
ど
で
す
。�

�����

　
裁
判
員
の
選
ば
れ
方
は
、
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で
選

ん
で
作
成
し
た
名
簿
に
よ
り
、
裁

判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

事
件
ご
と
に
候
補
者
名
簿
か
ら
候

補
者
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
裁

判
員
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
実
際
に
裁
判
員
、
ま
た
は

補
充
裁
判
員
と
し
て
裁
判
員
裁
判

に
参
加
す
る
確
率
は
、
だ
い
た
い

３，

５
０
０
人
に
１
人
程
度
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

刑
事
裁
判
の
件
数
に
よ
り
確
率
は

変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
次
の
よ
う
な
方
は
裁
判
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

人
、
　
心
身
の
故
障
の
た
め
裁
判

員
の
職
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障

の
あ
る
人
、
　
国
会
議
員
、
国
務

大
臣
、
国
の
行
政
機
関
の
幹
部
職

員
、
　
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
、
　
審
理
す
る
事
件
の
被
告

人
ま
た
は
被
害
者
本
人
、
そ
の
親

族
、
同
居
人
な
ど
、
　
そ
の
他
、

裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
人
。
な

ど
で
す
。
こ
れ
は
一
例
を
示
し
た

だ
け
で
す
の
で
、
こ
の
他
に
も
裁

判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
要

件
は
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
裁
判
員
は
原
則
的
に
辞

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
高
齢
や
重
い
疾
病
や
障
が

い
に
よ
り
裁
判
員
の
職
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
法

律
に
辞
退
事
由
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
は
辞

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

����

　
実
際
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
と
、

日
当
や
交
通
費
な
ど
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
裁
判
に
要
す
る
日
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
内
容
に
よ
り
異

な
る
の
で
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
裁
判
員
裁
判
で
は
、
迅
速
な

裁
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
約

７
割
の
事
件
が
３
日
間
以
内
で
終

わ
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
実
際

に
裁
判
が
行
わ
れ
る
時
間
は
通
常
、

１
日
に
５
〜
６
時
間
程
度
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
裁
判
員
は
、
日
常
生
活
で
裁
判

員
で
あ
る
こ
と
を
家
族
や
親
し
い

人
に
話
す
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
は
法
律
上

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法

廷
で
見
聞
き
し
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、

話
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。�

　
裁
判
員
の
名
前
や
住
所
な
ど
の

情
報
は
、
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
し
、

事
件
に
関
し
て
裁
判
員
に
接
触
す

る
と
、
２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
20

万
円
以
下
の
罰
金
に
よ
る
刑
罰
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
裁

判
員
は
法
律
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
裁
判
員
制
度
が
平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
裁
判
員
制
度
で
は
、

一
つ
の
事
件
で
、
裁
判
官
３
人
に
対
し
、
裁
判
員
は
６
人
が
選
ば
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
の
制
度
。
今
月
号
で
は
、
こ
の
制
度
が
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　鏡石町のみなさんは郡山の裁判所に行くことになります。
裁判員は、裁判官と一緒に法廷での刑事事件の審理（公判）
に出席します。公判では証人や被告人に対する質問が行
われます。裁判員も証人や被告人などに質問することが
できます。証人尋問や証拠調べ手続、検察官や弁護人の
主張を聴く弁論手続に立ち会います。その上で、評議に
おいて裁判官と対等の立場で議論をし、お互いに自分の
意見を述べるとともに、お互いの意見をよく聞いて、被
告人が有罪か無罪か、有罪の場合はどのような刑にする
かを決定します。�

裁判員の仕事や役割�

原
則
的
に�

辞
退
は
で
き
ま
せ
ん�

裁
判
員
は
法
律
で�

　
　
保
護
さ
れ
ま
す�

1.裁判員候補者名簿の作成�
選挙権のある人の中から、裁判員候補者となる人を
毎年抽選で選び、裁判所ごとに裁判員候補者名簿を
作ります。この名簿に載った方には、その旨を通知
します。�
�
�
�
2.事件ごとにくじで裁判員候補者が選ばれます�
　（裁判の6～8週間前）�
実際に裁判員裁判を行うことになった際に、裁判員
裁判の対象となる事件ごとに、裁判員候補者名簿の
中から、さらにくじでその事件の裁判員候補者を選び、
呼出状を送ります。呼出状には裁判員を務めていた
だく期間を記載する予定です。通常は、同時に質問
票をお送りして、辞退事由等の有無を確認します。�
�
�
�
3.裁判所で、候補者から裁判員を選ぶための手続を
行います　（通常は、裁判当日午前中）�

裁判長から事件との利害関係の有無、不公平な裁判
をするおそれの有無、辞退希望の有無・理由などに
ついて質問されます。�
�
�
�
4.裁判員となる人を決定します�
裁判所は辞退を認めるか、不適格事由に該当しない
かなどを考慮しつつ、最終的にはくじも交えて裁判
員６人を決定します。必要な場合は補充裁判員も選
びます。�
�
�
�
5.裁判員裁判が始まります�
　（通常は、裁判当日午後）�

裁判員の選ばれ方�

2�3�



（注）�
１　職員数は、一般職に属する職員数（教育長含む。）である。�
２　［　］内は、条例定数の合計である。�
３　平成20年は、派遣職員の職務復帰による職員１名を含む。�

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。�
　　２　給与費は、当初予算に計上された額である。�

（注）１　国は、地域手当を導入しているため町より給料月額が低い。�

〔職員の構成（部門別）〕�

〔採用者数〕�

〔退職者数〕�

職　員　数�

合　　計�

区　分� 大学卒�

一般行政職�

技能労務職�

計�

住民基本台帳人口�
（19年度末）�

歳出額�
A

職員数�
A 給　料�

給料月額等� 区　　分�

一般行政職�

技能労務職�

教育職（幼稚園）�

42.2歳�

51.6歳�

40.8歳�

373,226円�

305,471円�

327,416円�

174,300円�
141,900円�
137,200円�

大学卒�
高校卒�
高校卒�

一般行政職�

区　　分�

技能労務職�

平均年齢�

鏡石町�
初任給�

170,200円�
140,100円�

―　　�

国�
初任給�

平均給与月額�区　分�

給
料�

町　長�
副町長�

町　長�
副町長�

報
酬�

期
末
手
当�

退
職
手
当�

議　長�
副議長�
議　員�

町　長�
副町長�

議　長�
副議長�
議　員�

738,900円�
591,300円�
296,100円�
243,900円�
225,900円�

（19年度支給割合）�
　　　　　　　　　3.35月分�

（19年度支給割合）�
　　　　　　　　　3.35月分�

（算定方式・支給時期）�
　738,900×在職月数×0.48（任期ごと）�
　591,300×在職月数×0.29（任期ごと）�

職員手当� 計    B期末・勤勉手当�

給　　与　　費� 一人当たり�
給与費�
B／A

人件費�
B

人件費率�
B／A

12,947
人�

92
人�

359,739
千円�

51,770
千円�

146,093
千円�

557,602
千円�

6,061
千円�

4,077,581
千円�

836,740
千円�

20.5
％�

0人�

0人�

0人�

計�

0人�

0人�

0人�

短大卒�

0人�

0人�

0人�

高校卒�

0人�

0人�

0人�

区　分�

議　会�
総　務�
税　務�
農　水�
商　工�
土　木�
民　生�
衛　生�
計�

部　門� 平成20年�
対前年�
増減数�

教 育 部 門 �
小 計 �
水 道 部 門 �
下水道部門�
その他部門�
小 計 �

2�
17�
6�
7�
1�
9�
16�
6�
64�
22�
86�
4�
4�
8�
16�
102�

［123］�

平成19年�
2�
19�
7�
7�
1�
9�
17�
7�
69�
24�
93�
4�
4�
6�
14�

107�
［123］�

0�
△2�
△1�
0�
0�
0�

△1�
△1�
△5�
△2�
△7�
0�
0�
2�
2�

△5�
［0］�

一
般
行
政
部
門�

普
通
会
計
部
門�

　
会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

区　分� 定年退職�

一般行政職�

技能労務職�

計�

0人�

0人�

0人�

計�

6人�

0人�

6人�

勧奨退職�

5人�

0人�

5人�

普通退職�

1人�

0人�

1人�

　
「
鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
平
成
19
年
度
の
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま

す
。
こ
の
内
容
は
、
11
月
の
町
財
政
公
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
部
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
公
表
は
、
地
方
公

務
員
法
第
58
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
行
政
運
営
に
お
け
る
公
平

性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
町
職
員
の

任
免
や
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
の
情
報
を
正
し
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。�

　
鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
に
関
す
る
条
例
の
第
３

条
で
は
、
次
の
８
項
目
の
報
告

事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。�

　
職
員
の
任
免
・
職
員
数
　
職

員
の
給
与
　
勤
務
時
間
そ
の
他

勤
務
条
件
の
状
況
　
職
員
の
分

限
及
び
懲
戒
処
分
の
状
況
　
職

員
の
服
務
の
状
況
　
職
員
の
研

修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状

況
　
職
員
の
福
利
及
び
利
益
の

保
護
の
状
況
　
そ
の
他
の
状
況�

　
ま
ず
、
　
職
員
の
任
免
・
職

員
数
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

左
表
１
の
と
お
り
で
、
職
員
総

数
は
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

で
１
０
２
人
（
教
育
長
含
む
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
任

免
の
状
況
は
、
表
２
の
と
お
り
で
、

前
年
比
６
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

表１�

〔職員の採用状況〕�表2

〔人件費の状況〕�

〔職員給与費の状況（普通会計予算）〕平成20年度�

〔特別職の報酬月額〕� 〔職員の平均給与月額〕�

〔職員手当の内容〕�

〔職員の福利及び利益の保護の状況〕�

〔年次有休休暇取得等〕�

〔勤務時間の状況等〕�

〔初任給の状況〕�

表3

　
次
に
、
　
職
員
の
給
与
、
　
勤

務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
表
３
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
人
件
費
の
状
況
（
普
通
会
計
）

で
は
、
全
体
で
約
８
億
３
千
万
円
、

歳
出
総
額
に
占
め
る
人
件
費
率
は
、

20
・
５
％
と
な
り
、
前
年
比
０
・

８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
次
に
、
　
職
員
の
分
限
及
び
懲

戒
処
分
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
な
お
、
用
語
の
定
義
は
次
の
と

お
り
で
す
。�

��

「
分
限
処
分
」
と
は�

　
職
員
の
身
分
保
障
を
前
提
と
し

つ
つ
、
職
員
が
そ
の
職
責
を
十
分

に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
、
職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益

な
身
分
上
の
変
動
を
も
た
ら
す
処

分
を
い
う
も
の
で
す
。�

�

「
懲
戒
処
分
」
と
は�

　
職
員
の
一
定
の
義
務
違
反
に
対

す
る
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に

よ
り
、
公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩

序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
処
分
を
い
う
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、
公
平
委
員
会
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
７

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
権
限
は
同
法
第

８
条
第
２
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
同
法
第

７
条
第
４
項
で
事
務
を
委
任
し
て

お
り
、
昨
年
度
に
お
い
て
、
「
勤

務
条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
」
、

「
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申

立
の
状
況
」
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。�

���

　
次
に
、
　
職
員
の
服
務
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
公
務
員
は
「
全
体

の
奉
仕
者
」
と
し
て
公
共
の
利
益

の
た
め
に
勤
務
し
、
職
務
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
、
全
力
で
奉
仕
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
ら
れ
て
い

ま
す
。�

　
こ
の
服
務
の
基
本
原
則
を
忠
実

に
実
行
す
る
た
め
、
「
信
用
失
墜

行
為
の
禁
止
」
、
「
政
治
行
為
等

の
禁
止
」、「
秘
密
を
守
る
義
務
」
、

「
政
治
的
行
為
の
制
限
」
、
「
争

議
行
為
等
の
禁
止
」
な
ど
様
々
な

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年

度
に
お
い
て
、
服
務
義
務
違
反
に

よ
り
処
分
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。�

���

　
次
に
、
　
職
員
の
研
修
及
び
勤

務
成
績
の
評
定
の
状
況
で
は
、
職

員
研
修
は
、
主
に
ふ
く
し
ま
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
各
種

研
修
に
昨
年
度
は
９
名
を
派
遣
し

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
勤
務
成
績
の
評
定
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
意
欲
、
能
力
、

実
績
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
人
事

管
理
と
す
る
た
め
、
人
材
育
成
基

本
方
針
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
次
に
、
　
職
員
の
福
利
及
び
利

益
の
保
護
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
定
期
健
康
診
査
を
全
職
員

対
象
に
実
施
し
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

4,214日�

総付与日数�
a

1,083日�

総取得日数�
b

10.1日�

平均取得率�
b/c

勤務時間の割り振り�

始業� 終業�

区　　分�

定期健康診断�

人間ドック�

受診者数�

区　分�

扶養手当�

住居手当�

期末手当・�
勤勉手当�

内　　　　容�

80人�

21人�

休憩時間� 週休日�

8:30 17:15 12:15～13:00
土曜日�
及び�
日曜日�

40時間�

１週間の�
勤務時間�

25.7％�

消化率�
b/a

107人�

全対象職員数�
c

期末手当　2.95　月分�
勤勉手当　1.50　月分�
（加算措置の状況）�
職制上の段階、職務の級等による加算措置�
・役職加算５～15％�

配偶者　　　　　　　 13,000円�
配偶者以外　　　　　　6,500円�
１人（配偶者なし）　 11,000円�
特定期間（満16歳年度初めから満22歳年度末）
の子の加算5,000円�

（借家等職員）�
家賃月額が20,500円以下�
・月額－9,500円を支給�
家賃月額が20,501円以上�
・月額－20,500円÷2＋11,000円を支給�
（上限額27,000円）�
（自宅等職員）�
新築、購入後５年間3,500円�
上記以降2,500円�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

自己都合�
23.5月分�
33.5月分�
47.5月分�
59.28月分�

勧奨・定年�
30.55月分�
41.34月分�
59.28月分�
59.28月分�

通勤手当�

退職手当�

管理職手当�

（交通機関利用者）�
運賃等相当額が58,000円以下�
・運賃等相当額を支給�
運賃等相当額が58,001円以上�
・相当額－58,000円÷2＋58,000円を支給�
（上限額なし）�
（自動車等利用者）�
２km～80km　2,500円～48,400円�
（上限額48,400円）�

支給額�
・課長×７％�
・主幹×６％�

その他の加算措置�
　　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）�

人
件
費
は
20
・
５
％�

服
務
の
状
況
に
つ
い
て�

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い
て�

職
員
研
修
・
勤
務
評
定�

45



12月28日（日）午前８時から午前９時まで役場駐車場で開催します。�朝市の開催� 燃えるごみは、水をよく切ってから町指定のごみ袋で出してください。�ごみは分別を�

広　　　告�

鏡石町商工会では5％プレミアム商品券（期限付き）を12
月1日から発行致します。�
10,000円の商品券をお買い上げの方に500円のプレミ
アムを提供します。�

67

　 遠藤菜央さんが花の1区を
力走。2区の佐藤優彰さんに
タスキをリレー。町の部では
前半を4位で折り返しました。�
�
　 解団式では、選手団がステ
ージに並び、木賊町長、仲沼
義春町議会議長が労いのこと
ばを掛けました。�
�

1，000人超えるランナーが参加�
＝鏡石駅伝・ロードレース大会＝�

あいさつする小貫理事長�

ウエスト85cm（男）、90cm（女）が�
メタボの基準�

左から井戸川所長、木賊町長、佐々木所長�

　11月2日（日）第4回鏡石駅伝・ロードレース大会
が鳥見山陸上競技場を会場に開催され、１，０００人
を超えるランナーが健脚を競いました。大会は、鏡
石中学校の星丞さん、大河原夏美さんの力強い選手
宣誓で開会しました。親子から一般の部までの13部
門によるロードレース、5区間、21.6kmによる駅伝形
式により大会は行われました。�

街路灯器具20基を寄贈�
＝東北電力街路灯寄贈＝�

　東北電力須賀川営業所井戸川節夫所長、ユアテッ

ク須賀川営業所佐々木明夫所長は、11月10日（月）

町役場を訪れ、街路灯器具20基を寄贈されました。

また、街路灯一部の無償取付工事も行われる予定で、

両社では、明るい街づくりを支援する取り組みが行

われています。木賊町長は「有効活用させていただ

きます」とお礼の言葉を述べました。�

昨年を上回る好成績でゴール�
＝第20回ふくしま駅伝＝�

　市町村対抗福島県縦断駅伝大会が11月16日（日）
行われ、鏡石町は総合12位、町の部3位という好成績
を修めました。大会は白河から県庁までの96.2km、
16区間で競われました。大会後の解団式では、佐藤
靖弘監督が「来年も上位目指していきます」とあい
さつされ、20回連続出場の佐藤監督、諸橋健司さん
に花束が贈られました。�

鏡石町の男性はメタボが多い！？�
＝特定健診結果公表＝�

　今年度から始まった「鏡石町特定健診」の結果、

男性の『メタボ&メタボ予備群』が受診者の47％見

られました。１月からは、内臓脂肪を減らし、将来

の臓器障害を予防するための『特定保健指導』が始

まります。後日、該当者の皆様へ「特定保健指導利

用券」を送付し、脱メタボチャレンジを支援するこ

とになりますので、よ

ろしくお願いします。�

　また、今年はインフ

ルエンザが例年より早

く流行しそうです。う

がいや手洗い・マスク

の着用など、特に冬期

間は風邪予防を心がけ

ましょう。�

左から木賊町長、田辺課長、藤島次長�

イベントの売上金などを贈呈�
＝東北旭紙業ふるさと納税＝�

　東北旭紙業（南町）からの寄附贈呈式が11月18日（火）
町長室で行われ、藤島武次長、田辺章雅営業課長が
役場を訪れました。東北旭紙業は、段ボールの製造
企業で、寄附金は段ボールで作成したサッカーボー
ルの売上金、社員親睦会費から支出されており、ふ
るさと納税として「ふるさと鏡石ありがとう基金」
に積み立てられることになります。�

立ち会いの秘話などを話された舞の海さん�

約５８０人の来場者を迎え開催�
＝文化講演会＝�

　元力士の舞の海秀平さんを講師に迎えた文化講演
会が11月26日（水）鏡石中学校体育館を会場に開催
されました。当日は約580人の来場者を迎え、「決し
てあきらめない」をテーマに講演は行われました。
現役時代の秘話、現在のスポーツコメンテーターと
しての体験談などが話されると、会場からは笑い声
や驚きの声が聞こえました。�

松本副知事から眞島さんに表彰状が授与�

昭和40年から調査に従事�
＝県統計功労者等表彰式＝�

　県内の統計功労者が一同に会して行われる福島県
統計功労者等表彰式が11月7日（金）福島市の杉妻会
館で行われました。本町では眞島鉄夫さん（仁井田）
が県知事功労者表彰を受賞されました。眞島さんは
昭和40年から国勢調査を始めとする統計調査に29回
従事され、今回の表彰は、その功績が称えられたこ
とによる表彰です。�

社団法人設立への総会を開催�
＝シルバー人材センター設立総会＝�

　鏡石町シルバー人材センターの社団法人設立へ向
けた設立総会が11月1日（土）町老人福祉センターで
開かれ、約40人が出席しました。設立発起人の小貫
辨明理事長が「体制を整えスムーズな運営を目指し
ます」とあいさつされました。その後、定款や事業
計画、収支予算などが審議され、提出議案は原案の
とおり承認されました。�

　 ロードレースの部をトップ
でスタートした親子の部
1.5km。父と子、母と子の部
に分かれ97組の親子が参加し
ました。�
�
　 針生結さんから鈴木隆史さ
んへのタスキリレー。駅伝の
部は、女子2区間、男子3区間
の合計5区間で行われました。�



広　　　告� 広　　　告�

　伊豆の国市は平成17年に３町が合併して誕生した
市で、源頼朝が幼少期を過ごした人口約５万人の温暖
な気候のところです。また、あやめを市花としており、
鏡石町と同じく全国アヤメサミットにも加盟してい
ます。船橋さんは「富士山がキレイに見えるいいとこ
ろですよ」と故郷を話されていました。�
　船橋さんは、地元Ｊリーグ清水エスパルスのサポー
ターをされている活発な方で、安心な地元の野菜など
を食べるようにするなど、健康にも気を付けているそ
うです。�
　鏡石町の印象を尋ねると、「フルーツ王国福島はい
いところだし、鏡石町は花がいっぱいで町並みがキレ
イですね。子育て支援も充実しているので、子育ての
環境は素晴らしいです」と答えてくださいました。また、
まちづくりについては、「単発的に子どもを預けられ
る用事保育の施設があればいいですね」と話してくだ
さいました。�
�

船橋久美子船橋久美子さん（中町中町）�船橋久美子さん（中町）�　地球温暖化防止のため、過度な暖房に頼らず冬のオ
フィスを暖かく、快適に過ごす「ウォーム　ビズ」の
取組を「オフィス」から「家（うち）」の中にまで広げ、
衣食住を通じて家の中からできる温暖化対策を「うち
エコ」と呼んで推進しています。�
　まずは「衣」。カーディガンやベストなど１枚多く
着たり、ひざかけやハイソックスを利用したりするだ
けでも暖かさが全然違います。�
　次は「食」。冬はやっぱり鍋ですね。おでん、水炊き、
キムチ鍋。家族みんなで鍋を囲み楽しい食事で、心も
体もホッカホカ。一カ所に集まり団欒して食事をする
と無駄な電気も使わず一挙両得です。�
　最後に「住」。最近の家電や住宅設備などは驚くほ
ど省エネが進んでいます。買い換えの際は省エネ機能
を確認しましょう。また、買い換えはまだという方は、
まずスイッチオフ。人のいない部屋や見てないテレビ
などはこまめに電源を切りましょう。また、白熱電球
を電球型蛍光灯に取り替えるだけでも消費電力が約１
／5と立派なエコです。�
　このほかにも日々の暮らしの中には省エネの素がた
くさんあります。�
今日からちょっとだけ工夫をして地球と財布にやさし
い「うちエコに」取り組んでみませんか。�

◎問い合わせ先　健康福祉課　　62－2115

20年�
鏡石町の�

ゴミ収集実績�

10月の収集量（t）�

燃 え る ゴ ミ �

燃えないゴミ�

合 計 �

資 源 物 �

305.7�

14.3�

320.0�

19.7

19年�

311.8�

18.2�

330.0�

22.0

前年対比�

98.0％�

78.6％�

97.0％�

89.5％�

ゴミの減量化にご協力いただきありがとう�
ございます。�

静岡県伊豆の国市�

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。故郷の
思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、町総務課
（　62-2111）までお電話ください。�

　
冬
に
な
る
と
水
道
が
凍
結
し
や

す
く
な
り
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
凍
結
し
や
す
い
場
所
に
は
、
保

温
材
を
取
り
付
け
る
な
ど
早
め
の

防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。�

◇
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
要
注
意�

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。�

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
。�

・
北
向
き
で
日
の
当
た
ら
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
。�

◇
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は�

・
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温

材
を
取
り
付
け
る
。�

・
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。�

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温

を
す
る
。�

◇
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

き
は�

・ 

自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が
ら
と
か
し

て
く
だ
さ
い
。�

・
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

◇
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は�

・
慌
て
ず
に
水
抜
き
栓
で
水
を
止

め
、
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
水
抜
き
栓
の
場
所
は
普
段
か
ら

確
認
し
、
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。�

・
水
抜
き
栓
が
な
い
場
合
や
故
障

し
て
い
る
場
合
は
、
町
指
定
の
給

水
装
置
工
事
業
者
に
依
頼
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

・
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

町
上
下
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
上
下
水
道
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
９�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
３
４
８�



採 血 基 準 表 �

全 血 献 血 �

項 目 � 200ml�
献血�

男性�
45kg以上�
女性�

40kg以上�

16歳～69歳�

400ml�
献血�

男性・女性�
50kg以上�

18歳～69歳�年 齢 �

体 重 �

　
今
年
の
ご
み
の
収
集
は
12
月

26
日
（
金
）
で
終
わ
り
と
な
り

ま
す
が
、
年
末
年
始
期
間
が
長

い
た
め
、
12
月
30
日
（
火
）
に

「
燃
え
る
ご
み
」
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
通
常
ど
お
り
全

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

収
集
し
ま
す
の
で
、
時
間
厳
守

（
午
前
６
時
〜
午
前
８
時
ま
で

の
間
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
年
末
年
始
期
間
中
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
ご

み
を
絶
対
に
出
さ
な
い
く
だ
さ

い
。�

ま
た
、
し
尿
の
く
み
取
り
は
、

年
内
は
12
月
27
日
（
土
）
ま
で

（
申
し
込
み
受
付
は
12
月
20
日

（
土
）
ま
で
）
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
業
者
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
１
月
の
仕
事
始

め
は
５
日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
５�

　
町
で
は
、
平
成
21
年
の
新
春

を
飾
る
年
賀
交
歓
会
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。�

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

◎
日
時
　
平
成
21
年
１
月
５
日

（
月
）
午
後
４
時
〜�

◎
場
所
　
鏡
石
舘
（
本
町
３
２

５
）�

◎
会
費
　
２
千
円�

◎
申
込
期
限
　
12
月
19
日
（
金
）�

◎
申
込
方
法
　
会
費
を
添
え
て
、

町
役
場
総
務
課
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
総
務
課�

　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
７�

�

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

◎
日
時
　
12
月
16
日
（
火
）�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分�◎
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

◎
献
血
の
種
類
　
２
０
０
ｍ
ｌ
、

４
０
０
ｍ
ｌ
※
成
分
献
血
は
実

施
し
ま
せ
ん
。�

◎
献
血
で
き
る
方�

　
採
血
基
準
表
の
と
お
り
で
す
が
、

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
、
過
去
５
年
間
に
献
血

経
験
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
５�

����

　
町
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
予
防
、
認

知
症
の
基
本
的
な
知
識
を
普
及

啓
発
す
る
た
め
、
認
知
症
予
防

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
劇
団
に
よ
る
、
楽
し
く
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
寸
劇
を
通
し
て

地
域
に
お
い
て
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。�

◎
日
時
　
12
月
20
日
（
土
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら�

◎
場
所
　
町
公
民
館�

◎
内
容
　
介
護
劇｢

広
げ
よ
う
！

認
知
症
へ
の
理
解｣�

◎
入
場
料
　
無
料�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
５�

�

　
住
宅
や
店
舗
の
出
入
口
の
前

の
道
路
上
に
「
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ

ク
」
や
「
鉄
板
」
を
お
い
て
い

る
の
を
多
く
見
か
け
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
行
為
は
危
険
な
た
め

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
法
に
違
反
す
る
ほ
か
、
歩

行
者
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
の
転

倒
事
故
な
ど
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し

た
と
き
は
、
置
い
た
人
の
責
任

も
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
歩
道

ブ
ロ
ッ
ク
の
切
り
下
げ
工
事
は
、

申
請
に
よ
り
自
己
負
担
で
実
施

で
き
ま
す
。
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
撤
去

を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
都
市
建
設
課�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
６�

12月20日（土）、１月11日（日）午後１時30分から３時30分まで町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

　
今
年
11
月
１
日
よ
り
一
部
の

製
造
業
者
等
及
び
指
定
法
人
が

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
次
の

表
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
し
た
製
造
業
者
等
に
つ
い

て
は
、
健
康
福
祉
課
、
家
電
販

売
店
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、

廃
棄
す
る
際
に
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
支
払
い
、
業
者
に
引
き
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
す
る
と
、
５
年
以
下

の
懲
役
や
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
必
ず
法
律
に
基
づ
い
た

処
分
方
法
に
よ
り
、
処
理
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�

　
　
　
　
　
　
62
―
２
１
１
５�

�

◎
日
時
　
12
月
23
日
（
火
）�

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で�

◎
内
容
　
立
体
カ
ー
ド
づ
く
り�

　
『
ツ
リ
ー
を
か
ざ
ろ
う
』�

◎
持
っ
て
く
る
も
の�

　
ハ
サ
ミ
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、�

・
参
加
希
望
者
は
図
書
館
（
　

62
―
１
２
８
８
）
ま
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
�

一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
�

菊
地
清
先
生
の『
み
ん
な
の
造
形
�

教
室
』を
開
催
し
ま
す
�

鳥インフルエンザ防止のため�
ご協力ください�

◎１歳６ヵ月児健康診査�
日時　12月12日（金）午後１時15分～�
場所　町保健センター�
◎３～４か月児健康診査�
日時　12月17日(水)午後1時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
◎つどいの広場子育て講座�
　「カレンダー作り」�
日時　12月24日（水）�
場所　町保健センター　※申込み制�
◎成田保健センター健康・栄養相談�
日時　1月8日(木)午前11時～�
場所　成田保健センター�
◎１・２歳児健康相談�
日時　1月9日(金)午前9時30分～�
場所　町保健センター�
◎３歳児健康診査�
日時　1月14日(水)午後1時15分～�
場所　町保健センター�
◎問い合わせ先�
　町健康福祉課　　６２－２１１５�

乳幼児健診等のお知らせ�

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

（20.10. 31 現在）�

火　災 � ３件　�（10）�
救　急�
水　害 �

470�
０�
件�
件�
（467）�
（０）�

（　）は前年同期の件数�

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」�
（全国統一防火標語）�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（20. 11. 1 現在）�

12,740人 �（－９）�

6,225 人 �（－７）�

6,515 人 �（－２）�

4,023 世帯 �（＋４）�

（　）�は前月との比較�

（20.10. 31 現在）�

件　数 � 77件 �（77）�

死　者 �２人 �（１）�

傷　者 � 87人 �（94）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　226日～�

11

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�
固定資産税（3期）�
国民健康保険税（7期）�
上下水道使用料（10、11月分）�
介護保険料（7期）�
後期高齢者医療保険料（5期）�
の納入期限は12月25日です。�

リサイクル料金新旧対照表�

品目�

エアコン� 3,150円�

2,835円�

4,830円�

2,625円�

1,785円�

3,780円�

テレビ�

冷凍庫・冷蔵庫�

（画面サイズが�
15型以下）�

（内容量が170L以下）�

旧料金� 新料金�

　今年度は、鳥インフルエン
ザの予防のため、高野池に飛
来する白鳥の見学者による餌
付けを中止とさせていただき
ますので、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。�
　また、見学は、駐車場から
の見学のみとさせていただき
ますので、マナーを守って見
学をお願いします。�
　なお、餌の受付�
は、今までどお�
り役場産業課で�
受け付けますの�
でお問い合わせ�
ください。�
◎問い合わせ先�
　町産業課　　62－2118

このような作品を作ります�

10

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
�

く
み
取
り
の
お
知
ら
せ
�

年
賀
交
歓
会
の
お
知
ら
せ
�

危
な
い
！
道
路
に
�

「
物
」
を
置
か
な
い
で
�

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
�

献
血
の
お
知
ら
せ
�

〜
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
〜�
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